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13.参考資料 

次ページ以降に、本調査で実施した市民アンケート、路線バス利用者ヒアリング、ヨッ

ピィ利用者アンケート（6月実施分、10 月実施分）で使用した帳票を示す。 
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13-1.市民アンケート調査票 
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13-2.民間路線バス利用者ヒアリング調査票 
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13-3.ヨッピィ利用者アンケート帳票（6 月実施分） 
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13-4.ヨッピィ利用者アンケート帳票（10 月実施分）



 

四街道市公共交通のあり方検討過程 

 

平成２３年 

6 月 17 日・19 日・27 日 市内循環バス「ヨッピィ」利用状況調査実施 

8 月１日 平成 23 年度第 1回四街道市交通問題連絡協議会 

主な内容：市内循環バス「ヨッピィ」利用状況調査速報報告

      市内公共交通に関するアンケート調査の実施計

画 

10 月３日 市内公共交通に関するアンケート調査実施 

 調査方法：市内 3000 世帯（11 ブロックに分け、無作為抽出）

を対象に郵送配布、郵送回収 

10 月 28 日 民間路線バス利用者ヒアリング実施 

調査方法：四街道駅、物井駅、千城台駅において、バス待ち

をしている路線バス利用者にヒアリング  

11 月１日 四街道市地域公共会議設置（四街道市交通問題連絡協議会廃

止） 

11 月 22 日 平成 23 年度第 1回四街道市地域公共交通会議 

主な内容：市民ニーズ、利用者ニーズの把握 

     四街道市の公共交通における課題 

     公共交通空白地域・不便地域の設定 

      公共交通のあり方、ヨッピィ改善策（案） 

12 月 19 日 平成 23 年度第２回四街道市地域公共交通会議 

主な内容：公共交通に係る市民等からの要望状況 

     公共交通空白地域・不便地域について 

      公共交通のあり方（案） 

      公共交通改善施策の方向性 

      ヨッピィの改善策と運行サービス水準（案） 

平成２４年 

１月 27 日 平成 23 年度第３回四街道市地域公共交通会議 

主な内容：公共交通のあり方（案） 

      ヨッピィの改善策（案） 

２月１日～３月５日 「公共交通のあり方、ヨッピィの見直し」（案）に対する意見

募集手続き（パブリックコメント）の実施 

３月７日 平成 23 年度第４回四街道市地域公共交通会議 

主な内容：意見募集手続き（パブリックコメント）の結果 

     地域公共交通会議からの提言 

３月７日 四街道市地域公共交通会議から四街道市長に対し、『四街道市

公共交通のあり方及び市内循環バス「ヨッピィ」見直しについ

て（提言）』 提出 



 



 

平成２４年３月７日 

 四街道市長 佐渡 斉 様 

 

四街道市地域公共交通会議 

会 長  榛 澤  芳 雄  

 

四街道市公共交通のあり方及び市内循環バス「ヨッピィ」見直しについて（提言） 

 

四街道市地域公共交通会議は、地域における需要に応じた市民の生活に必要な旅客輸送の確保、

旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議してい

くことを目的に平成２３年１１月に設置されました。 

 平成２３年度において、『市の公共交通のあり方』や『市内循環バス「ヨッピィ」の見直し』に

ついて、協議・検討を行ってきましたが、この度取りまとめられました「四街道市公共交通のあり

方」に対し、本会議の目的を踏まえ、今後、四街道市の公共交通をさらにより良いものとしていく

ため、下記のとおり提言します。 

記 

 

１．四街道市の公共交通のあり方 

 

①公共交通空白地域への施策 

  四街道市は、狭い市域ながら、公共交通空白地域が市街地縁辺部を中心に点在している。その

多くは人口低密地域であるが、必要最小限の交通サービスを確保し、地域の生活を支える観点か

ら、地域の実情に合った最適な地域公共交通の導入を検討されたい。 

  

②民間事業者が主体的に運行できる方法の検討 

今回のコミュニティバス等の負担等の考え方において、バス事業者の創意工夫による収益率

の向上を促すために事前算定方式による定額負担の考え方を検討していくという今後の方向性

が示されたところであるが、これは単に補助方式だけの議論でなく、運行ルートや運賃といっ

た運行方法を検討する際、民間事業者の積極的な参画を求め、現在よりも民間事業者が主体的

に運行できる方法も併せて検討されたい。 

また、民間事業者の主体的な運行により、将来的には市の補助から脱却し、完全な民間事業と

して運行していくことの可能性についても考慮するべきである。 

 

③戦略的な利用促進策 

  路線バス等の維持・活性化に向け、街づくりの視点や利用者目線でのニーズを的確に捉え、潜

在需要の掘り起こしにつながる戦略的な利用促進策を展開されたい。 

 

④地域主体の地域交通への行政負担 

 市が財政的に負担をして、公共交通施策を行うことが困難な人口低密地域においては、地域主

体で地域交通を確保・維持していくことを基本的な方針としているが、必要最小限の交通サービ

スを確保し、地域の生活を支える観点から、コミュニティバス等における補助との均衡に留意し

つつ、一定の行政負担をしていく考えも今後検討されたい。 



 

 

⑤各種施策との連携・強化 

  路線バス等のサービス充実・強化によって、高齢者等の移動支援、中心市街地等への移動のし

やすさによる産業振興、文化・スポーツ等活動場所への移動のしやすさによる生涯学習普及支援

など、行政サービスの向上効果が期待される。こうした効果を最大限に引き出すため、各種施策

との連携・強化を図られたい。 

 

⑥公共交通を発展させる協力体制作り 

  持続可能な交通サービスを確保し、発展させていくためには、バス事業者以外の多様な交通主

体の機能を生かした交通体系作りが不可欠であることから、相互の信頼関係、協力体制の一層の

強化に取り組まれたい。 

 

２．ヨッピィについて 

 

①ヨッピィ運行にかかる見直しについて 

コミュニティバス等の運行見直しの基本的な考え方については、本会議において検討を行った

ところであるが、今後、具体的な成果目標を明確にした上で、運行状況等による運行見直しを検

討されたい。 

 

②ヨッピィの将来的な方向性について 

ヨッピィについて、運賃設定や運行ルートなどの運行方法の見直しと併せ、地域負担や企業、

病院等の協賛金、広告など新たな収入源確保に向けた取り組みを進め、将来的には、運行補助が

不要となる民間事業への移行を検討されたい。 



 

四街道市地域公共交通会議条例 

  

 （設置） 

第１条 市は、道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）の規定に基づき、地域における需要

に応じた市民の生活に必要なバス等の旅客輸送の確保その他旅客の利便の増進を図り、地域

の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するため、四街道市地域公共交

通会議（以下「交通会議」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 交通会議は、次に掲げる事項について協議する。 

 ⑴ 市内における地域公共交通のあり方に関すること。 

  ⑵ 地域の実情に応じたバス等による適切な乗合旅客運送の態様及び運賃、料金等に関する

こと。 

 ⑶ 市が運営する有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関すること。 

 ⑷ 交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認めること。  

 （組織） 

第３条 交通会議は、委員１５人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

 ⑴ 有識者 

 ⑵ 一般乗合旅客自動車運送事業者その他の一般旅客自動車運送事業者 

 ⑶ 千葉県バス協会の代表 

 ⑷ 千葉県タクシー協会の代表 

 ⑸ 公募による市民 

 ⑹ 関東運輸局千葉運輸支局長又はその指名する者 

 ⑺ 印旛土木事務所長又はその指名する者 

 ⑻ 四街道警察署長又はその指名する者 

 ⑼ ＪＲ東日本旅客鉄道㈱千葉支社長又はその指名する者 

 ⑽ 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の代表 

⑾ 市長又はその指名する者 

⑿ その他市長が必要と認める者 

３ 委員の任期は、２年とし、再任されることを妨げない。 

４ 委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 第３項の規定にかかわらず、任期内であっても、特定の職にある者として委嘱され、又は

任命された委員の任期は、その職にある期間とする。 

 （会長及び副会長） 

第４条 交通会議に会長及び副会長各１人を置く。 

２ 会長は、委員の互選によって定める。 

３ 会長は、会務を総理し、交通会議を代表する。 

４ 副会長は、委員のうちから会長が指名する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、その職務 

を代理する。 



 

 （会議） 

第５条 交通会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 交通会議は、委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 交通会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見又は説明を聴くこ

とができる。 

 （協議結果の取扱い） 

第６条 交通会議において協議が調った事項について、関係者はその結果を尊重し、当該事項

の誠実な実施に努めるものとする。 

 （庶務） 

第７条 交通会議の庶務は、規則で定める機関において処理する。 

 （雑則） 

第８条 この条例に定めるもののほか、交通会議の運営に関し必要な事項は、会長が交通会議

に諮って定める。  

 

   附 則 

 この条例は、平成２３年１１月１日から施行する。 



 

四街道市地域公共交通会議委員名簿（任期：H23.11.22～H25.11.21） 

 

委員氏名 選出区分 所属団体・役職等 

榛澤 芳雄 条例第３条第２項第１号 日本大学 名誉教授 

芦沢 哲蔵 条例第３条第２項第１号 帝京平成大学 教授 

山原 英夫 条例第３条第２項第２号 千葉内陸バス株式会社 取締役社長 

池上 和成 条例第３条第２項第２号 飛鳥交通千葉株式会社 執行役員営業部長 

花﨑 幸一 条例第３条第２項第３号 社団法人千葉県バス協会 専務理事 

土屋 信乃夫 条例第３条第２項第４号 一般社団法人千葉県タクシー協会 専務理事 

古舘 保雄 条例第３条第２項第５号 公募市民 

小林 由美子 条例第３条第２項第５号 公募市民 

松澤 恵 条例第３条第２項第５号 公募市民 

池田 和弘 条例第３条第２項第６号 関東運輸局千葉運輸支局 首席運輸企画専門官 

飯髙 利則 条例第３条第２項第７号 千葉県印旛土木事務所 調整課長 

石川 利雄 条例第３条第２項第８号 四街道警察署 交通課長 

鈴木 聡 条例第３条第２項第９号 東日本旅客鉄道株式会社千葉支社 総務部企画室長

石井 三男 条例第３条第２項第 10 号 千葉内陸バス株式会社 労働組合 執行委員長 

武富 裕次 条例第３条第２項第 11 号 四街道市 副市長 
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